
 

     
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

本校では、平成28年４月の制度施行と同時に義務教育学校をスタートさせ、平成29年４月からコミュ

ニティ・スクールを導入するとともに、総括目標「たくましく 未来を築く ウトロの子」の実現に向

け、４－３－２のブロック制の小中一貫教育を実践し、オープン・イノベーション（公開、共有、教育

の革新）を掲げ、地域との連携・協働に視点を置いた教育活動を推進している。 

 

Ⅱ 実践の概要 

１ 適切な段差を位置付けた９年間の学びの発展・充実 

(1) 小中一貫コアワードによる９年間で育む資質・

能力の整理 

総括目標を「学びを創る(知)」「心と身体を鍛

える(徳・体)」「郷土を拓く(知)」の３つのコア

ワードとして分類・整理した。 

(2) 適切な段差によるブロックの目標 

各コアワードに対応させた適切な段差を意識し

た各ブロックの目標を設定した。 

２ 地域との「連携・協働・熟議」による教育活動の推進 

(1) 地域との「連携」 

保小連携の推進に向け、校内に入学準備委員会を設置し、

12月と２月に新入学児童が複数回学校を訪問したり、入学後

のプログラムを作成し学校生活に適応できるように工夫した

りしている。 

 (2) 地域との「協働」 

地域住民や自治会を講師として招き、定期的に地域の安全

や防災、歴史について学習を進めるとともに、地域行事への

参加や、地域ぐるみの防災講座を開催する等、地域との協働

事業を展開している。また、地域コーディネーターを中心と

したスクールサポーター（地域住民）の参画による放課後学

習会「みらい塾」を開催し、学習支援サポートや交流活動を

実施した。 

(3) 地域との「熟議」 

学校運営協議会の取組として、保護者・地域住民と児童生徒の良い点や将来どんな力を付けて欲し

いのかということについて語る場を「ウトロもやいの会」と命名して開催し、保護者・地域と教員

が、それぞれの立場を越えて考えを交流する機会となった。 

 

Ⅲ 実践の成果（〇）と課題（●）「学校評価より」 

○ 「学校は発達の段階を踏まえた教育活動を行っている」

と回答した保護者の割合が10ポイント上昇し、「学校は授業

や行事を積極的に公開している」と回答した保護者の割合

が99％となるなど、小中一貫教育について理解が深まって

いる。 

● 学校運営協議会の機能を活かし、子どもを主体とした地域

との双方向性のある活動を推進する必要がある。 

別紙２ 
地域とともに歩む学校の創造と小中一貫教育の推進 

～地域の教育資源を活用した教育活動を通して～ 
【義務教育学校】斜里町立知床ウトロ学校 学級数 12 (校長 小野寺 哲浩) 
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９ ○ 夢や希望の実現
に向けて、自主
的・意欲的な学び
を継続する 

○ 互いに認め合い高め合い、自
己の向上を図り、個性を伸ばす 
○ より高い目標を設定し、強い
意志をもち、粘り強く取り組む 

○ ふるさとウト
ロを誇りに思
い、夢や希望に
向かって、生き
方を追求する 
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７ ○ 将来の生き方や

進路を考える大切
さに気づき、学ぶ
意義を見出して学
びを深める 

○ 仲間と励まし合い、助け合
い、自己の特長を知り、短所を
改めながらよさを伸ばす 
○ 自ら決めた目標に向かって、
失敗や困難に立ち向かい最後ま
で取り組む 

○ ふるさとウト
ロのよさ（豊か
な自然や産業、
文化）を知り、
地域の一員であ
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る 

１
～
４ ○ 将来へのあこが

れをもち、学習の
仕方を身に付け、
学ぶ楽しさを味わ
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○ 友達と仲良くし、自分の特長
に気付き、よさを伸ばす 
○ 基本的な生活習慣を身に付
け、やるべき事を進んで行う 

○ ふるさとウト
ロの自然や文
化、伝統に触
れ、地域への愛
着をもつ 

【コアワードと適切な段差により整理された学校教育目標】 

【第５学年網おこし体験】 【放課後学習会「みらい塾】】 

【地域防災講座】 【ウトロもやいの会】 


